


先行実施4項目

らくらく情報ナビ

取組報告
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　総合化PJの取り組みの中で、早急に対策すべき4項目「福祉情報・研修・人材交流・広報」は、他の
項目に先駆けて2025年度から試行を始めています。
　「らくらく情報ナビ」・「法定研修」は2025年10月から4か月間、「人材交流」は横浜市エリア限定
で、2026年2月から3か月間、トライアル実施を行いました。トライアルでは、現場の皆さんから
確かな手応えと、たくさんの未来へのヒントをいただきました。本当にありがとうございます！
　ここでは取り組みの詳細をご報告します。

2025年度のトライアルを通じ、情報の精査や教材共有による効率化など、一定の成果が確認されました。一方で、
個人スマホ利用への抵抗感や、資料配布に留まらない「学びの質」の確保など、ICTインフラ整備と運用ルールの課題
も明らかになりました。これらを踏まえ、2026年度はつながるかながわ事務局のハブ機能を強化し、単体事業所で
は難しい仕組みづくりを共同で進め、実践していく段階に入ります。

現場に届く大量の福祉情報を読み解く負担を減
らし、知りたい情報を選んで届けます。

大量の行政通知や福祉情報
をつながるかながわ事務局
で収集・峻別し、LINEで現場
へ届ける。

どんな試み？

186件の情報から重要度の高いもの9件を厳選
してLINEで通知した。必要情報を見逃さないた
めの基盤づくりが進んだ。

トライアルでは？

PC版LINEを導入するなど、LINEによる福祉情報
のお知らせを日常業務に定着させる。

今後は…

「日々大量に届く福祉情報には、一応全て目を通し

ていますが、重要なものを見落としていないか常に

不安がありました。 しかし、今後はLINEで確認する

ことができて安心感があります。」

（W.Coメロディー　平野さん）

利用してみて

人材交流
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組織の壁を越えて、「お互いさま」で働ける仲間を
スマホひとつで見つけられるー地域まるごと、
みんなで支え合う働きかたにチャレンジ！

LINEオープンチャットを活
用し、W.Co間での柔軟な
人材マッチングを図る。

どんな試み？

リスク管理を含めて運用
ルールを整理し、横浜エリ
アでの試行に臨んだが、参
加が進まなかった。

トライアルでは？

トライアル結果を踏まえ、なぜ人材不足が起こっ
ているのか、その背景を今一度掘り下げ、実効性
のある対策を検討する。

今後は…

「事務局として関わりましたが、 とても面白い取

組みだと思います。ただ、 オープンチャットへの

参加自体にハードルが高い方が多いので、 もう

ひと工夫必要だと感じています。」

（W.Co Largo 　田中さん）

利用してみて

法定研修の総合化

33

介護事業の経営に直結する「法定研修」の負担を
軽減。研修の受講➡記録➡実地指導の対応まで
をスマホ一つでスマートな管理に。

各事業所が個別に行ってい
た法定研修を、共通教材を活
用して合同で行う。

どんな試み？

教材の共有によって効率化が
実現できた。一方で学びの
質の向上や記録管理の必要
性など、課題も明確になった。

トライアルでは？

研修デザインの再構築とICT活用による事務業務
の軽減を進め、地域全体の人材育成力を高める。

今後は…

「法定研修の資料・報告書にはいつも悩んでいま

した。自分たちがわかりやすい内容の資料を使っ

ていたので、 スキルアップにつながりにくいの

が課題でした。

先行して取り組んだ「参加型福祉の新たなビ

ジョン～４つの優先分野～」の法定研修の資料・

報告書は内容も充実していて、 報告書も感想だ

けではなく問題形式になっており、 身につく研

修ができるようになりました。」

（W.Coたすけあいぐっぴい　秋保さん）

利用してみて

広報 Map
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私たちの「居場所」を、地域の宝物としてマッピン
グしよう！地図を開けば仲間がいて、地域のた
すけあいがそこにある。

各W.Coの拠点をGoogle Map上に可視化し、
認知向上と相互交流につなげる。

どんな試み？

1. ワーカーズを知ってもらう
2. 組合員とワーカーズが交流する
3. 共に地域を豊かにする活動をすすめる
そのためのツールとして活用を広げていき
たい。

今後は…

事 務 局 ま と め

資料の
ダウンロードも
スマホ画面で
カンタンに !
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